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告

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
、
ア
メ
リ

カ
で
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
誕
生
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
は
就
任
演
説
の
中
で
、
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
壁
」
を
つ
く
る
意

思
を
改
め
て
表
明
し
た
。
そ
の
翌
日
、

全
米
か
ら
約
五
十
万
人
の
人
々
が
首
都

に
集
い
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
以
来
と

な
る
空
前
規
模
の
反
政
府
抗
議
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。
世
界
各
地
で
も
同
様
の

抗
議
活
動
が
行
わ
れ
、
こ
の
一
日
だ
け

で
計
約
四
百
八
十
万
人
が
声
を
あ
げ
た

と
い
う 

。参
加
者
が
掲
げ
る
プ
ラ
カ
ー

ド
の
中
で
「
壁
で
は
な
く
橋
を
（Build 

Bridges N
ot W

alls

）」
の
文
字
が

印
象
的
だ
っ
た
⑴
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
主
要
都
市
で
は
、
橋
の
欄
干
に
こ
の

文
字
が
記
さ
れ
た
横
断
幕
を
設
置
す
る

示
威
行
動
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

今
か
ら
約
三
十
年
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

人
々
は
社
会
を
分
断
す
る
「
壁
」
の
不

毛
さ
を
悟
り
、
そ
れ
に
抵
抗
し
、
そ
れ

を
打
破
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
「
壁
」
の

崩
壊
は
そ
の
象
徴
だ
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
を
き
っ
か

け
に
新
た
な
「
壁
」
が
世
界
中
で
次
々

と
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
当
初
低
か
っ

た
「
壁
」
は
徐
々
に
高
く
な
り
、
我
々

の
日
常
を
圧
迫
し
、
不
寛
容
な
空
気
が

社
会
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
先
ほ
ど
触

れ
た
一
月
二
一
日
の
出
来
事
は
、「
壁
」

を
打
破
し
「
橋
」
を
つ
く
る
た
め
に
、

世
界
の
人
々
が
連
帯
す
る
新
た
な
時
代

の
到
来
を
告
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。「

壁
」
と
「
橋
」。
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー

を
私
に
最
初
に
意
識
さ
せ
て
く
れ
た
の

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
ア
ル
バ
ムW

alls and 
Bridges. 

邦
題
は
『
心
の
壁
、
愛
の

橋
』。
こ
の
邦
題
を
つ
け
た
当
時
の
レ

コ
ー
ド
会
社
の
担
当
者
に
直
接
会
っ
て

話
を
き
い
て
み
た
い
。
そ
う
思
う
ほ
ど

に
こ
の
邦
題
は
ジ
ョ
ン
が
遺
し
た
全
音

楽
作
品
に
通
底
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
核

心
を
つ
い
て
い
る
、
と
私
は
今
で
も

思
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
国
外

退
去
命
令
や
訴
訟
な
ど
で
精
神
的
に
疲

弊
し
た
ジ
ョ
ン
が
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ

ン
バ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ヨ
ー
コ
か
ら

も
初
め
て
完
全
に
離
れ
て
製
作
し
た
の

が
こ
の
「
ソ
ロ
」
ア
ル
バ
ム
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ン
は
当
時
、
こ
の
原
題
に
つ
い
て

「
壁
は
君
を
守
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か

は
さ
て
お
き
、
と
に
か
く
君
を
閉
じ
込

め
て
お
く
も
の
だ
け
ど
、
橋
は
ど
こ
か

別
の
場
所
へ
君
を
連
れ
て
い
く
も
の
な

ん
だ
（W

alls keep you in either 
protectively or otherw

ise, and 
bridges get you som

ew
here 

else

）」
と
語
っ
て
い
る
⑵
。　

自
分
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

照
ら
し
て
、
こ
の
「
壁
」
と
「
橋
」
を

意
識
す
る
と
何
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
、
自
分
が
関
わ
る
大
学
の

授
業
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
表
現
で
き
そ
う
だ
。
つ
ま

り
、
ト
ラ
ン
プ
が
軽
視
す
る
歴
史
に
つ

な
が
る
「
橋
」、
ト
ラ
ン
プ
が
恐
れ
る

異
な
る
他
者
に
接
近
す
る
「
橋
」、
そ

し
て
ト
ラ
ン
プ
が
捨
て
去
っ
た
よ
う
に

見
え
る
普
遍
的
な
理
想
に
至
る
「
橋
」、

こ
う
し
た
「
橋
」
を
受
講
生
に
提
供
す

る
授
業
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。
永
遠

の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
ト
ラ
ン
プ
の
出
現
で
「
ト
ラ
ン
プ

的
な
る
も
の
」
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た

私
が
目
指
す
べ
き
授
業
像
で
あ
る
。
他

方
で
正
直
に
い
え
ば
、
世
の
中
に
存
在

す
る
他
の
学
び
の
機
会
と
比
較
し
、「
授

業
」
に
は
様
々
な
構
造
的
制
約
が
あ
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
、
発
想
次
第

で
そ
れ
ら
の
「
壁
」
を
乗
り
越
え
る
余

地
が
ま
だ
あ
る
と
現
段
階
で
は
感
じ
て

い
る
。
特
に
本
稿
で
触
れ
る「
平
和
論
」

に
関
し
て
い
え
ば
、
担
当
者
も
予
期
し

な
い
展
開
が
今
後
生
ま
れ
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
ほ
の
か
な
期
待
が
あ
る
。

（
一
）
後
期
教
養
科
目
「
現
代
社
会
５

（
平
和
論
）」
に
お
け
る
今
年
の
試
み

本
年
度
の
「
地
域
視
座
の
平
和
学
習

及
び
平
和
実
践
に
関
す
る
共
同
研
究
」

班
（
代
表
者
・
平
田
、
菊
地
夏
野
、
阪

井
芳
貴
、
山
本
明
代
）
に
お
け
る
最
大

の
課
題
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
オ
ム

ニ
バ
ス
形
式
の
後
期
教
養
科
目
「
現
代

社
会
５
（
平
和
論
）」
の
授
業
開
発
で

あ
る
。一
昨
年
に
刊
行
し
た
編
著
書『
ナ

ゴ
ヤ
・
ピ
ー
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
―
ほ

ん
と
う
の
平
和
を
地
域
か
ら
』
を
活
用

し
た
新
た
な
平
和
学
習
授
業
、
具
体
的

に
は
、
著
書
で
提
示
さ
れ
た
広
義
の
平

和
概
念
と
実
践
方
法
の
多
様
性
を
受
講

　「
壁
」
と
「
橋
」
と
「
平
和
論
」　

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
平
田
　
雅
己
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生
に
ど
こ
ま
で
意
識
さ
せ
行
動
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
課
題

へ
の
対
応
で
あ
る
。
前
年
度
の
授
業
評

価
の
中
に
『
ナ
ゴ
ヤ
』
の
さ
ら
な
る
積

極
活
用
と
よ
り
多
く
の
『
ナ
ゴ
ヤ
』
関

係
者
の
登
壇
を
求
め
る
受
講
生
の
声
が

数
多
く
あ
っ
た
。

昨
年
初
頭
、
菊
地
、
阪
井
、
山
本
と

検
討
し
た
結
果
、今
年
度
は
『
ナ
ゴ
ヤ
』

関
係
の
特
別
講
師
の
数
を
思
い
切
っ
て

五
名
か
ら
九
名
に
増
や
す
試
み
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
今
年
度
の
授
業
展
開
に

お
い
て
、
特
別
講
師
登
壇
回
の
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
第
三
回

　
「
戦
争
と
平
和
の
資
料
館
ピ
ー
ス

　
あ
い
ち
に
つ
い
て
」

ピ
ー
ス
あ
い
ち
事
務
局
長
の

宮
原
大
輔
さ
ん（

平
田
司
会
）

・
第
四
回

　
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
と
日
中
関
係
」

名
古
屋
テ
レ
ビ
の
村
瀬
史
憲
さ
ん

（
平
田
司
会
）

・
第
五
回

　
「『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
が

　
中
国
を
駆
け
巡
り
た
い
理
由
」

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

坂
東
弘
美
さ
ん（

平
田
司
会
）

・
第
七
回

　
「
戦
後
沖
縄
の
歩
み
と
沖
縄
差
別
」

命
ど
ぅ
宝
あ
い
ち
の
会
の

新
城
正
男
さ
ん（

阪
井
司
会
）

・
第
八
回

　
「
平
和
を
演
じ
る

　
―
平
演
会
の
三
十
年
」

劇
作
家
の
な
か
と
し
お
さ
ん

（
平
田
司
会
）

・
第
十
回

　
「
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
へ
の

　
取
り
組
み
と
支
援
活
動
に
つ
い
て
」

挺
身
隊
訴
訟
を
支
援
す
る
会
の

高
橋
信
さ
ん

（
山
本
司
会
）

・
第
一
二
回

　
「
ハ
ル
モ
ニ
を
撮
り
続
け
て
」

写
真
家
の
安
世
鴻
さ
ん

（
菊
地
司
会
）

・
第
一
三
回

　
「
放
射
能
汚
染
か
ら
の
避
難
体
験
」

あ
ゆ
みR.P.N

et

の
井
川
景
子
さ
ん

（
平
田
司
会
）

・
第
一
四
回

　
「
服
部
夫
妻
と
銃
社
会
ア
メ
リ
カ
」

YO
SH

I

の
会
の

服
部
政
一
、
美
恵
子
夫
妻

（
平
田
司
会
）

　
講
師
は
す
べ
て
名
古
屋
地
域
在
住
で
、

そ
れ
ぞ
れ
平
和
活
動
の
実
績
を
持
っ
て

い
る
方
々
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
ら
の
話

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講

生
は
こ
の
地
域
で
戦
後
育
ま
れ
て
き
た

平
和
の
文
化
を
理
解
し
、
自
分
た
ち
の

平
和
実
践
の
あ
り
方
に
ま
で
思
い
を
馳

せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ト

ピ
ッ
ク
選
び
に
あ
た
っ
て
特
に
留
意

し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
（
一
）「
戦
争
と

の
向
き
合
い
方
」（
第
三
回
～
第
一
二

回
）、（
二
）「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
」（
第

四
回
、
第
五
回
、
第
十
回
、
第
一
二
回
）、

（
三
）「
構
造
的
暴
力
の
理
解
」（
第
七

回
、
第
一
三
回
、
第
一
四
回
）、（
四
）

「
文
化
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
」（
第
三

回
、
第
四
回
、
第
五
回
、
第
八
回
、
第

一
二
回
）
で
あ
る
。（
一
）
に
関
し
て
は
、

主
に
日
本
が
経
験
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
の
記
憶
を
念
頭
に
、
高
校
ま
で

の
「
平
和
教
育
」
に
欠
落
し
て
い
る
戦

争
の
加
害
性
や
、
個
の
視
点
で
戦
争
責

任
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
。（
二
）

に
関
し
て
は
、
今
日
の
日
中
・
日
韓
関

係
の
対
立
・
緊
張
状
態
を
念
頭
に
、
過

去
の
歴
史
を
直
視
し
な
が
ら
真
の
和
解

を
達
成
す
る
方
策
を
考
え
る
機
会
を
提

供
す
る
。（
三
）
に
関
し
て
は
、「
戦
争

が
な
け
れ
ば
平
和
と
い
え
る
の
か
」
と

い
う
問
い
を
念
頭
に
、
沖
縄
問
題
、
原

発
問
題
、
米
国
の
銃
問
題
な
ど
通
じ
日

常
に
内
在
す
る
暴
力
要
因
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
す
る
。（
四
）
に
関

し
て
は
、
デ
モ
、
集
会
、
投
票
と
い
っ

た
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
直
接
的
な

政
治
参
画
手
法
以
外
に
も
、
展
示
、
ス

ポ
ー
ツ
、
漫
画
、
演
劇
、
写
真
と
い
っ

た
日
常
的
な
文
化
媒
体
が
平
和
意
識
を

醸
成
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
点
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

全
体
を
通
じ
て
受
講
生
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
再
重
要
テ
ー
マ
は
「
暴
力
を
緩

和
・
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
非
暴
力

の
有
効
性
」
で
あ
る
。

今
回
、
講
師
に
対
し
て
は
事
前
に
こ

ち
ら
か
ら
以
下
の
よ
う
な
要
望
を
示
し

た
。（
一
）
悲
惨
な
暴
力
の
現
実
を
受

講
生
に
し
っ
か
り
伝
え
つ
つ
も
、
そ
れ

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
緩
和
・
解
決
す
る
平
和
創
造
の
主
体

に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
受
講
生
に

伝
授
す
る
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
話
の
組
み
立
て
を
準
備
し
て
ほ
し

い
。（
二
）九
十
分
の
授
業
時
間
の
う
ち
、

最
初
の
六
十
分
程
度
を
話
に
、
残
り
の

三
十
分
程
度
を
受
講
生
と
の
対
話
の
時

間
に
あ
て
て
ほ
し
い
。
具
体
的
な
方
法

は
お
ま
か
せ
す
る
。（
三
）
運
動
の
現

場
と
異
な
り
教
室
に
は
様
々
な
考
え
方

の
学
生
が
い
る
。
ま
た
教
養
科
目
と
い

う
性
格
上
、
必
ず
し
も
こ
の
分
野
に
強

い
関
心
を
も
っ
て
い
る
学
生
が
集
っ
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い

う
多
様
な
環
境
を
考
慮
し
、
結
論
あ
り

き
の
一
方
的
な
押
し
付
け
に
な
ら
な
い

語
り
口
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ら
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の
要
望
は
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
の
「
平

和
教
育
」
分
野
の
先
行
研
究
や
、
平
田

が
実
施
し
た
受
講
生
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

本
稿
で
は
特
に
（
二
）
に
つ
い
て
受

講
生
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
か
ら

判
断
し
好
評
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
興
味

深
い
実
践
例
を
紹
介
し
た
い
。

第
八
回
の
な
か
と
し
お
さ
ん
の
授
業

で
は
、
二
人
一
組
が
ペ
ア
に
な
っ
て
向

か
い
合
い
、
互
い
の
人
差
し
指
を
合
わ

せ
て
、
言
葉
を
使
わ
ず
に
互
い
の
表
情

の
み
を
手
掛
か
り
に
、
同
じ
方
向
に
互

い
の
指
を
動
か
し
て
い
く
活
動
や
、
安

全
カ
ミ
ソ
リ
を
手
に
持
つ
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
そ
れ
を
ゆ
っ
く
り
と

目
の
中
に
入
れ
る
動
作
を
受
講
生
に
実

践
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
う
し
た
演
劇
手

法
を
通
じ
、
一
体
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
他
者
へ
の
想
像
力
が
平
和
創

造
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
受
講
生
に
実

感
さ
せ
た
。

第
一
三
回
の
井
川
景
子
さ
ん
の
授
業

で
は
、
浜
岡
原
発
事
故
を
想
定
し
た
避

難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

一
見
す
る
と
通
常
の
防
災
訓
練
の
よ
う

に
思
え
る
が
、
原
発
事
故
の
場
合
は
そ

う
簡
単
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
。

放
射
性
物
質
拡
散
の
不
確
か
な
情
報
が

氾
濫
す
る
中
で
、
最
終
的
に
は
政
府
を

頼
り
に
で
き
ず
、
自
分
で
判
断
し
て
行

動
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
あ
ま
り
の
過

酷
さ
か
ら
、
逆
に
原
発
の
存
在
そ
の
も

の
へ
の
疑
念
を
惹
起
さ
せ
る
。
実
体
験

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
恐
ろ
し

い
ほ
ど
リ
ア
ル
で
あ
っ
た
。

第
五
回
の
坂
東
弘
美
さ
ん
の
授
業
で

は
、
彼
女
が
昨
年
、
台
湾
で
刊
行
し
た

漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
中
国
語
版
を

中
国
大
陸
出
身
の
本
学
留
学
生
三
人
に

事
前
に
読
ん
で
も
ら
い
、
授
業
当
日
に

感
想
を
披
露
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
実

践
の
発
案
者
は
実
は
坂
東
さ
ん
で
も
私

で
も
な
く
、
こ
の
回
を
取
材
し
た
中
日

新
聞
の
安
藤
孝
憲
記
者
で
あ
っ
た
。
日

本
人
の
受
講
生
た
ち
は
自
分
た
ち
と
異

な
る
戦
争
の
加
害
に
着
目
し
た
彼
ら
の

視
座
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
第
一
二
回
の
安
世
鴻
さ
ん
の

授
業
で
も
感
じ
た
点
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
ア
ジ
ア
人
同
士
の
平
和
対
話
の

機
会
を
今
後
も
意
識
的
に
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
の
授
業
に
関
す
る
受
講
生
の

総
合
評
価
は
本
原
稿
執
筆
時
点
で
わ
か

ら
な
い
が
、
今
回
の
授
業
展
開
を
観
察

す
る
中
で
見
え
て
き
た
新
た
な
授
業
の

姿
が
あ
る
。そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば「
授

業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
化
」
と
い
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。『
ナ
ゴ
ヤ
』
の
巻

頭
言
に
お
い
て
「
平
和
な
街
こ
そ
、
住

み
た
い
街
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
記

し
た
。
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
大
学
生
、

大
学
人
、
市
民
が
対
等
の
立
場
で
平
和

に
つ
い
て
語
り
合
い
学
び
合
い
な
が
ら
、

柔
ら
か
く
つ
な
が
る
関
係
性
を
疑
似
体

験
す
る
空
間
。
今
後
そ
の
性
格
を
さ
ら

に
強
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
授
業
」

と
い
う
よ
り
も
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
く
の

か
し
れ
な
い
。

　（
二
）
中
京
大
学
教
員
と
の
ミ
ニ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

今
年
度
の
活
動
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
柱
は
、
こ
の
地
域
で
平
和
学
習
を
実

践
し
て
い
る
大
学
人
と
の
連
携
で
あ
る
。

昨
春
、
中
京
大
学
の
教
員
が
中
心
に

な
っ
て
編
著
書
『
教
養
と
し
て
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
平
和
』（
法
律
文
化
社
）
が

刊
行
さ
れ
た
。『
ナ
ゴ
ヤ
』
と
同
様
に

本
書
が
教
養
科
目
で
の
テ
キ
ス
ト
使
用

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

養
と
し
て
の
平
和
の
学
び
方
と
い
う
点

に
お
い
て
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
が

設
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

私
は
、編
者
の
金
敬
黙
さ
ん
（
平
和
学
）

と
風
間
孝
さ
ん
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
）

に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
そ
こ
に
菊
地

が
加
わ
る
形
で
何
が
で
き
る
か
協
議
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
四
名
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
な
る
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
一
月
二
八
日
、
中
京
大
学
ヤ
マ
テ

ホ
ー
ル
に
て
一
般
公
開
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
今
、
大
学
で
平
和
を
学
ぶ
意

義
と
は
？
」
が
開
催
さ
れ
た
。
月
曜
の

夜
、
し
か
も
肌
寒
い
日
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
般
市
民
、
学
生
、
著

書
関
係
者
な
ど
五
四
名
が
集
い
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
オ
ー
プ
ン

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
構
成
は
二

部
構
成
で
第
一
部
が『
ナ
ゴ
ヤ
』と『
教

養
』
の
合
評
会
、
第
二
部
は
二
つ
の
大

学
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
「
平
和

論
」
授
業
の
内
容
を
踏
ま
え
た
方
法
論

に
関
す
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
対
象
文
献
の
価
値
と
課

題
が
指
摘
さ
れ
た
。
金
さ
ん
は
『
ナ
ゴ

ヤ
』
に
関
し
て
「
地
域
と
世
界
を
結
び

つ
け
る
書
籍
と
し
て
大
変
興
味
深
い
が
、

若
い
読
者
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
も

う
少
し
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
説
明
を
盛
り
込

む
な
ど
書
き
方
の
工
夫
が
必
要
だ
っ

た
」
と
評
価
し
た
。
菊
地
は
『
教
養
』

に
関
し
て
「
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い

う
異
な
る
二
つ
の
視
座
か
ら
身
近
な
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
論
じ
る
手
法
は
類
書

が
な
く
興
味
深
い
が
、『
ナ
ゴ
ヤ
』
と

比
較
し
歴
史
的
な
考
察
が
不
十
分
と
い

う
印
象
を
抱
い
た
」
と
評
価
し
た
。
金

さ
ん
の
評
価
を
受
け
て
、
平
田
は
授
業

開
発
を
念
頭
に
振
り
返
る
と
、『
ナ
ゴ

ヤ
』
は
ト
ピ
ッ
ク
を
や
や
盛
り
込
み
す

ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
と
反
省
し
、
風
間

さ
ん
は
菊
地
の
評
価
を
受
け
て
、『
教

養
』
は
実
験
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
苦
労
し
た
事
情
を
説
明
し
た
。
金
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さ
ん
は
二
つ
の
書
籍
に
共
通
す
る
課
題

と
し
て
、
本
が
益
々
売
れ
な
い
時
代
に

あ
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
本
を

多
く
の
人
々
に
読
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、

と
い
う
本
質
的
か
つ
切
実
な
問
い
を

私
た
ち
に
つ
き
つ
け
た
。
私
は
ジ
ョ
ン

のIm
agine

の
中
に
あ
る
予
言
的
な

歌
詞
に
触
れ
な
が
ら
（Im

agine no 
possessions

）、
本
に
限
ら
ず
人
々

が
昔
に
比
べ
て
物
を
「
所
有
」
し
な
く

な
っ
た
時
代
の
変
化
を
指
摘
す
る
に
留

ま
っ
た
。
出
版
文
化
の
行
く
末
を
案
じ

て
テ
キ
ス
ト
指
定
に
し
て
受
講
生
に
買

わ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
受
講
生
の
懐
具

合
を
案
じ
て
参
考
文
献
扱
い
に
留
め
る

の
か
。
そ
こ
に
教
育
的
配
慮
と
い
う
要

素
が
加
え
る
と
誠
に
悩
ま
し
い
ジ
レ
ン

マ
と
な
る
。「
国
家
の
政
策
を
容
認
す

る
教
材
作
り
は
望
ま
し
く
な
い
」（
金
）

と
い
う
点
に
お
い
て
は
パ
ネ
リ
ス
ト
全

員
の
認
識
が
一
致
し
た
。

第
二
部
の
「
平
和
論
」
授
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
だ
が
、
実
際
に
は
第
一
部

の
議
論
と
か
な
り
の
程
度
重
な
る
も
の

が
あ
り
、
全
体
の
議
論
を
通
じ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
名
市
大
と
中
京
大
の
「
平

和
論
」
の
共
通
認
識
に
つ
い
て
以
下
に

箇
条
書
き
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、「
平
和
論
」
と
い
う
科
目
は
個

別
の
専
門
領
域
と
い
う
よ
り
も
、
生
き

る
た
め
の
教
養
と
し
て
必
要
な
科
目
で

あ
る
。
第
二
に
、「
平
和
論
」
に
は
「
正

解
」
が
な
く
、
そ
の
点
で
「
正
解
」
を

求
め
る
傾
向
が
あ
る
理
系
学
生
も
受
講

す
る
教
養
科
目
と
し
て
、「
平
和
論
」

を
設
置
す
る
意
義
は
大
き
い
。
第
三
に
、

こ
れ
ま
で
の
小
・
中
・
高
の
経
験
か
ら

「
平
和
教
育
は
説
教
臭
く
て
つ
ま
ら
な

い
」
と
思
っ
て
入
学
し
て
く
る
大
学
生

の
認
識
を
変
え
る
た
め
に
、「
平
和
論
」

の
授
業
担
当
者
は
伝
え
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、理
論
的
に
は「
構

造
的
暴
力
」
論
を
超
え
る
新
た
な
概
念

を
創
造
す
る
意
気
込
み
が
必
要
で
あ
る
。

（
こ
の
点
に
関
し
、
私
は
人
間
の
「
欲

望
」
を
暴
力
要
因
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
。）
そ

し
て
最
後
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
名
古

屋
に
は
平
和
を
考
え
る
素
材
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
の
で
、
こ
の
地
域
の

教
育
者
は
今
後
も
様
々
な
連
携
を
模
索

し
な
が
ら
、
地
域
固
有
の
平
和
学
習
の

体
系
化
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

菊
地
が
提
起
し
た
個
別
ト
ピ
ッ
ク
の

教
え
方
な
ど
今
回
十
分
に
議
論
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
課
題
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次

年
度
以
降
、
情
報
交
換
で
き
る
別
な
機

会
を
設
定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

今
年
の
「
平
和
論
」
受
講
生
の
一
人

が
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
書
き
残
し
た
。

「
何
を
し
た
で
は
な
く
、
何
を
感
じ
、

何
を
考
え
た
の
か
を
聞
き
た
い
」

今
の
若
者
は
私
が
若
者
だ
っ
た
時
以

上
に
リ
ア
ル
な
関
係
性
を
求
め
て
い
る

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
様
々
な
暴
力
に

さ
ら
さ
れ
た
他
者
の
痛
み
を
想
像
す
る

と
い
う
、
精
神
的
に
き
つ
い
こ
の
「
授

業
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
科
目
の
担

当
者
は
「
教
員
」
と
い
う
立
場
か
ら
離

れ
て
、
一
人
の
「
人
間
」
と
し
て
受
講

生
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
の
か
し
れ

な
い
。
大
変
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
試
み
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

「
壁
」
を
こ
わ
し
「
橋
」
を
つ
く
る

た
め
に
。

［
注
］

⑴
「
五
〇
万
人
、
ト
ラ
ン
プ
・
ノ
ー
」『
中

日
新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
月
二
三
日
付
朝

刊
⑵N

icholas Schaffner, T
he Beatles 

Forever, pp. 173-74.

中日新聞 2016 年 10 月 28 日付朝刊



87

朝日新聞 2016 年 10 月 29 日付朝刊

中日新聞 2017 年 1 月 13 日付朝刊


